
道路多ケらゎ、自成o現状とその改良方法につt〉 て
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北力■生におけう道路夕置本の並室成事業 |よ,上年,国首ゃ高速道路にお1,て ,る比て'

行われるょ)に ヴつてきた しかしながら,繁 ,(渡 ,日地幅の狭さ,街躍維,直栽のた
実′ほ″ヽ″ヽう,そ の比成は達成方式バ主れて'ぁ り,一者,に か 'て のみ成果パみうれぅ
にすぎ

.ザ い また,苗木層ガ方式ι一部て・イテわれて
`,う

が', これも杯業におけうなか
″ゞ 呈成の技術′K準 ′とどまつてt'る , とt'え る.

こうした現状ぞ1ょ ,「生きた″料」と月t,う ,本来の防鋤 ――午土木比′こお
ける,狭 1,林帯つくり,Treos。

“
tδ tte tたθらにε6t―― に,ま先行き

`=不
そパ感じうたぅ.

そこて',筆着 1よ ,そ の現状 ,傷こ察 し,そ の次良オ去 ι項羹そして,数 の率影けの向上
"

役立 てょうとした。

1)歩1種髭び 舞主左の諮鯛 パ最上て'あ る,とみられる_た だし, これうは初期
二長パこく,寒風1=対しても万全で1ょ び(レ ウヽ′碁第釘 (た とえば, ク・イマツFI)
甚た物  補完的|=H(,る ことバ菫ま711ぅ 。また,苗木の侠綺バ十分タル1種 とこば
がけ71cぱ まらびぃ 徒って,一織 休の卜 マヽツ, ァヵェゾマツパ主体とダろう

2)比 搭 た  山比 φ経 若林上 成 と1ま 全 く昇賃 グ環境 条件 下 に
r生

きた材料 」 Z専入

するのであろ″`う,メ、為の働 さとしての上比条件の改た■十分に行つて,根蔵り主

Fal ι材太こ夕くて1ネ イ)な い 排米′客上′射 )ん パ比わたの基本マ・めう。
3),風採護工  厳 しt残 条件下て・1よ ′樹木の2/1期 生長乏保護 促離するためた

,

また,2~L詢線 亡永久自クに行諧するために′坊風f護ェパ薦子とダう 板設的な防
魔柵と′永久的ゲク肛 呈の使口方に工えが手る

4)植栽方ス  列旭えζ詢列植え′ユ木植え)Z原則とする /11帯が狭 ′ヽほと',′」

旭え1=ず う

“

子があろ 方F//こ え 千島植えは′一般迄体の方式でぁり,草メJク の

彬機イι′籠力問ひκ′更新夕ど′こと,て ,き わめて不斉合″ヽつ象練ι芋するのであ

る.岩木 成木のコ成方式z雄け,笛木の/旭方式を基本とした1、

夕)林 ヤの維 持 更新   生きた材料 を用 口F「生 きモ′のエス 」であ るか う′林 枠

管理 (草メ」り,つ る切り′静伐)ま 十分に7さ 71tび ければずうグt'.ま た,限りあ
るキ

～
・あう″`う′常に更新 ζ効果の保続 )パ ″んうれメければりうない

`)芍 帯  道島ψ雪林の設計 柁工
`=あ

たって1よ ,Jι海道!・ 現在する「ホ帯」
Z参考たずう地要パある。それら|よ ,録迫防雪林と1よ じめとして′燕地笏威本′尺
然生海岸林 ′ 寺カロの森 (′算イの森)′ ど'て あ`る

197′  訪 ″ヽわた五踏樹の力翡誠につt'て 雪,К ′セ :ノ 7′ ～/'7

,/9θ/ 雅内市サラヽトマナ/の国道わラИ衆|こ お 1夕 う防雪木 の豊成試験 (
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